
エ  ヌ  オ  ー  イ ー
公  式 キ ャ ラ ク タ ー

「 た び  ぞ う 」

国  内  ハ  イ キ ン グ国  内  ハ  イ キ ン グ国  内  ハ  イ キ ン グ
５ 名 様 に つ き １ 名 の ガ イ ド が 同 行 し ま す 。５ 名 様 に つ き １ 名 の ガ イ ド が 同 行 し ま す 。

後 援

両 コ ー ス に
ご  参  加  い  た  だ く と

信  越 ト レ  イ ル ク ラ ブ 公  式

全 線 踏 破 証
を  発  行  い  た し ま す ！

2 0 2 0 年 9 月 ／ 2 0 2 1 年 6 月2 0 2 0 年 9 月 ／ 2 0 2 1 年 6 月

ブ ナ 美  林ブ ナ 美  林 ／ イ メ  ー  ジ／ イ メ  ー  ジ

袴 岳袴 岳 ／ イ メ  ー  ジ／ イ メ  ー  ジ

S e cti o n 4 秋 の 鍋 倉 山S e cti o n 4 秋 の 鍋 倉 山 ／ イ メ  ー  ジ／ イ メ  ー  ジ

飯 山 盆 地飯 山 盆 地 ／ イ メ  ー  ジ／ イ メ  ー  ジ

画 像 提 供 ： 信 越 ト レ イ ル ク ラ ブ画 像 提 供 ： 信 越 ト レ イ ル ク ラ ブツ ア ー コ ー ド Z 8 5 信  越  ト レ  イ  ル  ク  ラ  ブ  登  録  人  気  ガ  イ ド  と  歩  く信  越  ト レ  イ  ル  ク  ラ  ブ  登  録  人  気  ガ  イ ド  と  歩  く

秋  の  信  越 ト レ イ ル秋  の  信  越 ト レ イ ル （  東  部 ： 仏  ヶ  峰  ～  天  水  山  ）（  東  部 ： 仏  ヶ  峰  ～  天  水  山  ）

信  越  ト レ  イ  ル  ク  ラ  ブ  登  録  人  気  ガ  イ ド  と  歩  く信  越  ト レ  イ  ル  ク  ラ  ブ  登  録  人  気  ガ  イ ド  と  歩  く

秋  の  信  越 ト レ イ ル秋  の  信  越 ト レ イ ル （  東  部 ： 仏  ヶ  峰  ～  天  水  山  ）（  東  部 ： 仏  ヶ  峰  ～  天  水  山  ）

ツ ア ー コ ー ド Z 8 6信  越  ト レ  イ  ル  ク  ラ  ブ  登  録  人  気  ガ  イ ド  と  歩  く信  越  ト レ  イ  ル  ク  ラ  ブ  登  録  人  気  ガ  イ ド  と  歩  く

初  夏  の  信  越 ト レ イ ル初  夏  の  信  越 ト レ イ ル （  西  部 ： 斑  尾  山  ～  仏  ヶ 峰  ）（  西  部 ： 斑  尾  山  ～  仏  ヶ 峰  ）

信  越  ト レ  イ  ル  ク  ラ  ブ  登  録  人  気  ガ  イ ド  と  歩  く信  越  ト レ  イ  ル  ク  ラ  ブ  登  録  人  気  ガ  イ ド  と  歩  く

初  夏  の  信  越 ト レ イ ル初  夏  の  信  越 ト レ イ ル （  西  部 ： 斑  尾  山  ～  仏  ヶ 峰  ）（  西  部 ： 斑  尾  山  ～  仏  ヶ 峰  ）

催 行 済

榎  本  幹  男 さ ん

信 越 の 森 に 分 け 入 り 、 稜 線 に 沿 っ た 8 0 ㎞ の 道 を 整 備 す る と こ ろ か ら 信 越 ト レ

イ ル と 関 わ っ て き た 榎 本 さ ん 。 以 後 1 0 数 年 に わ た り お 客 様 を ご 案 内 し な が

ら 、 ト レ イ ル  の  整  備  に も  参  加 し  続  け て い  る 、 信  越 ト レ イ ル を  知 り 尽 く し た  名  物

ガ  イ ド  で  す 。

か つ て は 信 越 ト レ イ ル の 麓 ・ 斑 尾 高 原 で ペ ン シ ョ ン を 経 営 し て い た 経 歴 も 。

笑 顔 と お も て な し の 心 で ト レ イ ル を ご 案 内 し ま す 。

信  越 ト レ イ ル ク ラ ブ 登  録 ガ イ ド



～  美  し  い  ブ  ナ  の  森  を  歩  く ～

手 つ か ず の 自 然 が  残 る
ト レ イ ル  最  北  端  へ
秋  の  信  越 ト レ イ ル 5 日  間

S e cti o n 4 ～ 6

出 発 日 / 2 0 2 0 年 9 月 2 2 日 （ 火 ）

J R 東 京 駅 発 着 追 加 代 金 ／  1 6, 5 0 0 円
J R 名 古 屋 駅 発 着 追 加 代 金 ／ 2 7, 4 0 0 円
J R 仙 台 駅 発 着 追 加 代 金 ／  3 5, 4 0 0 円

J R 飯 山 駅 集 合 / J R ま つ だ い 駅 解 散

旅 行 代 金 ／ 1 0 8, 0 0 0 円  【 お 一 人 部 屋 追 加 代 金 】 3 0, 0 0 0 円

添 乗 員

同 行
名 様
催 行5 名 様

限 定1 0
イ ヤ  ホ ン

ガ  イ ド 中 　 級

ツ ア ー コ ー ド Z 8 5 5 日 間
各 地 発 着

添 乗 員 の
鈴 木 直 美 が

ご  案  内 し ま す !

添 乗 員 の
鈴 木 直 美 が

ご  案  内 し ま す !

ス ケ ジ ュ ー ル と 主 な 見 ど こ ろ 朝  昼  夕

 東 京 発 （ 0 8: 4 4 ） 東 京 駅 発 　  飯 山 駅 着 （ 1 0: 3 3)

名  古  屋  発 （ 0 7 : 0 0  ） 名  古  屋  駅  発  　  （ 1 0 : 0 1  ） 長  野  駅  着 （ 1 0 : 2 2  発 )

飯  山  駅  着 （ 1 0 : 3 3 )

 仙 台 発 （ 0 7: 5 2 ） 仙 台 駅 発 　 （ 0 8: 5 9 ） 大 宮 駅 着 （ 0 9: 0 9 発)

飯  山  駅  着 （ 1 0 : 3 3 )

( 1 0: 4 5) 飯 山 駅 集 合 　 飯 山 駅 発 　  ホ テ ル へ

昼 食  は  笹  ず し と そ ば  を ど う ぞ

若 宮 八 幡 宮 （ 健 御 名 富 彦 神 別 神 社 ） に て 「 五 束 太 々 神 楽 （ 長 野 県 無 形 民

俗 文 化 財 指 定 ） 」 を 自 由 に ご 見 学 頂 き ま す （ 1 3: 3 0 ～ 神 楽 予 定 ） ＜ 注 1 ＞

夜 ： 夕  食  は  ホ テ ル  に  て ど う ぞ

ー

ー  ー

笹 ず し と そ ば

自 家 栽 培 の 野 菜 と お 米 料 理

和 定 食

お に ぎ り 弁 当

い い や ま の 郷 土 料 理

和 定 食

い な り 寿 司 弁 当
と ん か つ 定 食

ピ タ パ ン サ ン ドお に ぎ り 弁 当里 山 会 席 料 理

和 定 食

( 0 8: 0 0) ホ テ ル よ り 関 田 峠  へ  移 動 し ま す

< 信 越 ト レ イ ル 　 S e c ti o n 4 >

終  日 ： 関 田 峠 ～ 鍋 倉 山 ～ 小 沢 峠 ～ 仏 ヶ 峰 登 山 口 ～ と ん 平

健 脚 レ ベ ル ★ ★ （ 歩 行 距 離 9. 9 k m / 高 低 差 6 1 7 m)

※ 信 越 ト レ イ ル ガ イ ド 榎 本 幹 男 さ ん の お 話 を 伺 い な が ら 歩 き ま す

（ 4 日 目 ま で 同 行 し ま す ）

鍋 倉 山 山 頂 付 近 お よ び 黒 倉 山 山 頂 よ り 飯 山 盆 地 や 日 本 海 が 望 め ま す

仏 ヶ 峰 登 山 口 か ら ホ テ ル ま で 移 動 し ま す( 1 6: 3 0)

夜 ： 夕  食  は  ホ テ ル  に  て ど う ぞ

朝  食  は  ホ テ ル  に  て ど う ぞ

朝  食  は  ホ テ ル  に  て ど う ぞ

朝 食 は お 部 屋 に て ど う ぞ （ ピ タ パ ン サ ン ド ）

朝  食  は  ホ テ ル  に  て ど う ぞ

( 0 8: 0 0) ホ テ ル を チ ェ ッ ク ア ウ ト し 、 大 き な 荷 物 は 次 の コ テ ー ジ ま で 転  送 し ま す

< 信 越 ト レ イ ル 　 S e c ti o n 5 >

終  日 ： 関 田 峠 ～ 牧 峠 ～ 宇 津 ノ 俣 峠 ～ 伏 野 峠

健 脚 レ ベ ル ★ ★ ★ （ 歩 行 距 離 1 2. 4 k m / 高 低 差 1 7 0 m)

雪 の 重 み で 湾 曲 し た 若 い ブ ナ の 木 の 中 を ア ッ プ ダ ウ ン を し な が ら 進 み ま

す( 1 7: 0 0)

夜 ： 夕 食 と 温 泉 は 「 い い や ま 湯 滝 温 泉 」 に て １ 番 人 気 メ ニ ュ ー

「 地 元 豚 み ゆ き ポ ー ク を 使 っ た と ん か つ 定 食 」 ど う ぞ

( 0 7: 4 5) コ テ ー ジ を チ ェ ッ ク ア ウ ト し 、 大 き な 荷 物 は 次 の ホ テ ル ま で 転  送 し ま す

< 信 越 ト レ イ ル 　 S e c ti o n 6 >

終  日 ： 伏 野 峠 ～ 野 々 海 峠 ～ 深 坂 峠 ～ 天 水 山 ～ 松 之 山 登 山 口

健 脚 レ ベ ル ★ ★ ★ （ 歩 行 距 離 1 6. 4 k m / 高 低 差 2 8 1 m)

新 潟 （ 越 後 ） 関 田 山 脈 の 峠 の 中 で 最 も 歴 史 の 古 い 深 坂 峠 よ り 新 潟 方 面

の  視  界  が  広  が  り  ま  す （ 1 7 : 0 0 )

夜 ： 夕  食  は  ホ テ ル  に  て ど う ぞ

( 0 9: 3 0) ホ テ ル を チ ェ ッ ク ア ウ ト し 、J R ほ く ほ く 線 ま つ だ い 駅 へ

戸 狩 温 泉 泊

戸 狩 温 泉 泊

な  べ く ら  高  原  泊

松 之 山 温 泉 泊

1
9/ 2 2

火

2
9/ 2 3

水

3
9/ 2 4

木

4
9/ 2 5

金

5
9/ 2 6

土

2 連 泊2 連 泊

 東 京 行 （ 1 0: 1 1 ） ま つ だ い 駅 発 　 （ 1 0: 5 4 ） 越 後 湯 沢 駅 着 （ 1 1: 0 6 発)

東 京 駅 着 （ 1 2: 2 8 ）

名 古 屋 行 （ 1 0: 1 1 ） ま つ だ い 駅 発 　 （ 1 0: 5 4 ） 越  後 湯 沢 駅 着 （ 1 1: 0 6 発)

（ 1 2: 2 8 ） 東 京 駅 着 （ 1 2: 5 1 発 ） 　 名 古 屋 駅 着 （ 1 4: 3 1 ）

 仙 台 行 （ 1 0: 1 1 ） ま つ だ い 駅 発 　 （ 1 0: 5 4 ） 越 後 湯 沢 駅 着 （ 1 1: 0 6 発)

（ 1 2: 0 2 ） 大 宮 駅 着 （ 1 2: 4 6 発 ） 　 仙 台 駅 着 （ 1 3: 5 2 ）

ご 注 意

● 東 京 か ら 東 京 ま で 添 乗 員 同 行 　 ● 最 少 催 行 人 員 ： 5 名 様 　 ● 1 0 名 様 限 定
● 食 事 条 件 　 朝 食 4 回 　 昼 食 4 回 　 夕 食 4 回
● 利 用 予 定 ホ テ ル ： 下 記 ホ テ ル （ 指  定  ）
戸 狩 温 泉 / 四 季 彩 の 宿 か の え （ 和 室 ） 　 な べ く ら 高 原 / 森 の 家 （ コ テ ー ジ / お 風 呂 無 し ）
松 之 山 温 泉 / ひ な の 宿 ち と せ （ 和 室 ）

＜ 注 １ ＞ 五 束 太 々 神 楽 が 中 止 の 場 合 は 、 戸 狩 温 泉 の 散 策 へ ご 案 内 し ま す 。
● 歩 行 時 間 は ご 参 加 者 の 体 力 、 歩 行 速 度 に よ っ て 前 後 し ま す 。 標 準 的 に 予 想 さ れ る 目 安 時 間 と お 考 え く だ さ い 。 ま た 歩 行 時 間 に 昼 食 や 休 憩 時 間 を 含 み ま せ ん 。
● ト レ ッ キ ン グ シ ュ ー ズ 、 雨 具 、 体 温 調 節 の で き る 格 好 、 ヘ ッ ド ラ ン プ 、 行 動 食 、 予 備 食 、 飲 み 物( 夏 場 は 1. 5 ～ 2 リ ッ ト ル 程 度) 、 コ ン パ ス 、 日 除 け グ ッ ズ 、 常 備 薬 、 救 急 用 品 、 携 帯 電 話 ま た は 無 線 機 、 そ れ ぞ れ
の 予 備 電 池 、 他 に お 弁 当 が 入 る サ イ ズ の リ ュ ッ ク を ご 準 備 く だ さ い 。 　 ● 車 移 動 は 全 て ホ テ ル の 送 迎 バ ス を 利 用 し ま す 。 宿 泊 客 の お 客 様 と 乗 り 合 い に な る 事 が あ り ま す 。
● 各 地 発 着 料 金 、 時 刻 は 2 0 2 0 年 2 月 現 在 の J R 乗 車 券 、 特 急 指 定 席 券 を あ わ せ た 往 復 料 金 と な り ま す 。J R 料 金 改 定 等 に よ り 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。
※ ま つ だ い 駅 に は 道 の 駅 ま つ だ い ふ る さ と 会 館 が 併 設 さ れ て お り 、 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア 、 レ ス ト ラ ン 、 お 土 産 屋 が ご ざ い ま す 。

※ そ の 他 の 発 着 地 は お 気 軽 に お

問 い 合 わ せ く だ さ い 。

秋  は  東  部 （  仏  ヶ  峰  登  山  口  か  ら  天  水  山  ま  で  ）

催 行 済

イ メ ー  ジイ メ ー  ジ深 坂 峠深 坂 峠

画 像 提 供 ： 信 越 ト レ イ ル ク ラ ブ画 像 提 供 ： 信 越 ト レ イ ル ク ラ ブ

初  秋  な ら で  は  の ブ ナ  の  美 し さ
ブ ナ の 森 の 美 し さ を 感 じ る 区 間 。 前 半 は 等 高 線 の 間 隔 が 緩 い な だ ら か な ブ

ナ の 稜 線 を 歩 き 、 後 半 は 新 潟 県

側 に 切 れ 落 ち た 稜 線 を 日 本 海 を

眺  め  な  が  の  稜  線  を  歩  き  ま  す  。 天

水 山 か ら の ブ ナ 巨 木 の 森 は 圧 巻

で  す 。

Z 8 5 ご 参 加 者

公  式  ガ  イ ド  ブ ッ ク を
プ  レ  ゼ  ン ト ！

ご  宿  泊  ホ  テ  ル ・ コ  テ  ー  ジ 泊 ま る

四 季 彩 の 宿 か の え

戸 狩 温 泉

野 菜 ソ ム リ エ と き の こ マ イ ス タ ー の
宿 。 野 菜 、 お 米 も 自 家 栽 培 で す 。

な  べ  く ら  高  原  森  の  家

な  べ く ら  高  原

お  帰  り  な  さ  い  。 ブ  ナ  の  森  へ  ！
季 節 に 囲 ま れ た コ テ ー ジ で す 。
※ 夕 食 と 温 泉 は 「 い い や ま 湯 滝 温 泉 」 を 利 用 し ま す 。

ひ な の  宿  ち と せ 松 之 山 温 泉

7 0 0 年 前 、 一 羽 の 鷹 が い つ も 同 じ と こ ろ に 降
り 立 つ こ と か ら 木 こ り に 発 見 さ れ た と 言 わ れ
る 松 之 山 温 泉 。
そ の 成 分 は 「 温 泉 」 の 条 件 と な る 温 泉 基 準 成 分 の な ん と 1 5 倍 で す 。

外  観  ／ イ メ  ー  ジ

お  食  事  ／ イ メ  ー  ジお  食  事  ／ イ メ  ー  ジ

お  部  屋  の  一  例  ／ イ メ  ー  ジお  部  屋  の  一  例  ／ イ メ  ー  ジ

外  観  ／ イ メ  ー  ジ外  観  ／ イ メ  ー  ジ

外  観  ／ イ メ  ー  ジ

お  食  事  ／ イ メ  ー  ジお  食  事  ／ イ メ  ー  ジ

外  湯  ／ イ メ  ー  ジ外  湯  ／ イ メ  ー  ジ

長 野 と 新 潟 の 県 境 ・ 標 高 1, 0 0 0 ｍ 前 後 の 関 田 山 脈 の ほ ぼ 尾 根 上 に 延 び る 全 長 約 8 0 k m の ロ ン グ ト レ イ ル 。 東 西 ２ 回 に

分 け て 全  線  踏  破 を 目 指 し ま す 。 ブ ナ 林 に 育 ま れ た 自 然  豊 な こ の 山 脈 は 、 か つ て 信  濃 と 越  後 を 結 ぶ 交  通 の 要  所 と し て 1 6

も の 峠 道 が 存 在 し 、 越 後 か ら は 塩 や 海 産 物 、 信 濃 か ら は 内 山 和 紙 や 菜 種 油 が 運 ば れ ま し た 。 ま た 戦 国 時 代 に は 上 杉

謙  信 が 川 中 島 の 合  戦 の 際 に 何  万 も の 兵 を 連 れ て 峠  越 え を し た と も 言 わ れ て い ま す 。



～  花  の  ベ  ス ト シ  ー ズ  ン  を  歩  く ～

唱  歌 「  ふ  る  さ  と  」 の
生 ま れ た 里  山 を  歩 く
初  夏 の  信  越 ト レ イ ル 5 日  間

S e cti o n 1 ～ 3

出 発 日 / 2 0 2 1  年 6  月 1 4  日 （  月  ）

J R 東 京 駅 発 着 追 加 代 金 ／  1 7, 3 6 0 円
J R 名 古 屋 駅 発 着 追 加 代 金 ／ 1 6, 8 5 0 円
J R 仙 台 駅 発 着 追 加 代 金 ／  3 5, 8 4 0 円

J R 飯 山 駅 集 合 / 解 散

旅 行 代 金 ／ 1 1 8, 0 0 0 円  【 お 一 人 部 屋 追 加 代 金 】 3 5, 0 0 0 円

添 乗 員

同 行
名 様
催 行5 名 様

限 定1 0
イ ヤ  ホ ン

ガ  イ ド 初 中 級

ツ ア ー コ ー ド Z 8 6 5 日 間
各 地 発 着

添 乗 員 の
鈴 木 直 美 が

ご  案  内 し ま す !

添 乗 員 の
鈴 木 直 美 が

ご  案  内 し ま す !

ス ケ ジ ュ ー ル と 主 な 見 ど こ ろ 朝  昼  夕

 東 京 発 （ 1 3: 2 4 ） 東 京 駅 発 　  飯 山 駅 着 （ 1 5: 0 5 ）

名 古 屋 発 （ 1 1: 0 0 ） 名 古 屋 駅 発 　 （ 1 3: 5 3 ） 長 野 駅 着 （ 1 4: 1 4 発)

飯  山  駅  着 （ 1 4 : 5 9  ）

 仙 台 発 （ 1 2: 3 0 ） 仙 台 駅 発 　 （ 1 3: 3 8 ） 大 宮 駅 着 （ 1 3: 5 0 発 ）

飯  山  駅  着 （ 1 5 : 0 5  ）

（ 1 5: 3 0 ） 飯 山 駅 集 合 　 飯 山 駅 発 　 　 ホ テ ル へ

夜 ： 夕  食  は  ホ  テ  ル  に  て 地 元 の 旬 食 材 と 郷 土 料 理 を 取 り 入 れ た 和 食 を

ど う ぞ

ー  ー

ー  ー

和 食 料 理

セ  ッ  ト メ ニ  ュ  ー ま た は バ イ キ ン グ

お に ぎ り 弁 当
洋 食 料 理

サ ン ド イ  ッ  チ 弁 当

中 華 料 理

お に ぎ り 弁 当

ふ る さ と 郷 土 会 席 料 理

（ 0 8: 0 0) ホ テ ル よ り チ ロ ル 登 山 口 ま で バ ス で 移 動 し ま す

< 信 越 ト レ イ ル 　 S e c ti o n 1 >

終  日 ： チ ロ ル 登 山 口 ～ 斑 尾 山 ～ 万 坂 峠 ～ 袴 岳 ～ 赤 池

健 脚 レ ベ ル ★ ★ ★ （ 歩 行 距 離 1 0. 4 k m / 高 低 差 4 7 1 m)

※ 信 越 ト レ イ ル ガ イ ド 榎 本 幹 男 さ ん の お 話 を 伺 い な が ら 歩 き ま す

（ 4 日 目 ま で 同 行 し ま す ）

ト レ イ ル 南 の 起 点 斑 尾 山 頂 ま で 一 気 に 上 り 詰 め ま す

関 田 山 脈 、 野 尻 湖 、 北 信 五 岳 や 遠 く 北 ア ル プ ス を 望 み ま す

赤 池 か ら ホ テ ル ま で 移 動 し ま す( 1 7: 0 0)

夜 ： 夕  食  は  ホ テ ル  に  て ど う ぞ

朝  食  は  ホ テ ル  に  て ど う ぞ

朝  食  は  ホ テ ル  に  て ど う ぞ

朝  食  は  ホ テ ル  に  て ど う ぞ

朝  食  は  ホ テ ル  に  て ど う ぞ

( 0 8: 0 0) ホ テ ル よ り 赤 池 ま で 移 動 し ま す

< 信 越 ト レ イ ル 　 S e c ti o n 2 >

終  日 ： 赤 池 ～ 沼 の 原 湿 原 ～ 希 望 湖 ～ 涌 井

健 脚 レ ベ ル ★ （ 歩 行 距 離 1 0. 7 k m / 高 低 差 4 5 9 m)

赤 池 か ら 気 持 ち の 良 い ブ ナ 林 や 、 山 頂 部 分 か ら 飯 山 方 面 の 展 望 を 眺 め 、

カ ラ マ ツ の 森 を 進 み ま す( 1 6: 3 0)

夜 ： 夕  食  は  ホ テ ル  に  て ど う ぞ

( 0 8: 0 0) ホ テ ル よ り 涌 井 ま で 移 動 し ま す 　 大 き な 荷 物 は バ ス で 次 の ホ テ

ル ま で 転  送 し ま す

< 信 越 ト レ イ ル 　 S e c ti o n 3 >

終  日 ： 涌 井 ～ 富 倉 峠 ～ 黒 岩 山 ～ 仏 ヶ 峰 登 山 口

健 脚 レ ベ ル ★ ★ （ 歩 行 距 離 1 3. 4 k m / 高 低 差 3 7 5 m)

上 杉 謙 信 が 陣 を 張 っ た 大 将 陣 跡 な ど を 眺 め な が ら 進 み ま す （ 1 6: 0 0)

夜 ： ホ テ ル で の 夕 食 時 、 踏 破 証 授 与 式 を 行 い ま す

ご 出 発 ま で  野  沢  温  泉 の  散  策 を お  楽 し  み く だ さ い

( 1 0: 3 0 発) 飯 山 駅 へ 　

飯 山 駅 に て 「 五 束 太 々 神 楽 」 の 仕 掛 け 時 計 を ご 覧 い た だ き ま す

斑 尾 高 原 泊

斑 尾 高 原 泊

斑 尾 高 原 泊

野 沢 温 泉 泊

1
6/ 1 4

月

2
6/ 1 5

火

3
6/ 1 6

水

4
6/ 1 7

木

5
6/ 1 8

金

3 連 泊3 連 泊

 東 京 行 （ 1 2: 1 1 ） 飯 山 駅 発 　 東 京 駅 着 （ 1 3: 5 2 ）

名 古 屋 行 （ 1 2: 1 1 ） 飯 山 駅 発 　  ( 1 2: 2 2 ） 長 野 駅 着 （ 1 3: 0 0 発 ）

名  古  屋  駅  着 （ 1 6 : 0 6 )

 仙 台 行 （ 1 2: 1 1 ） 飯 山 駅 発  　( 1 3: 2 6 ） 大 宮 駅 着 （ 1 3: 4 6 発 ） 　

仙 台 駅 着 （ 1 4: 5 2 ）

ご 注 意

● 東 京 か ら 東 京 ま で 添 乗 員 同 行 　 ● 最 少 催 行 人 員 ： 5 名 様 　 ● 1 0 名 様 限 定

● 食 事 条 件 　 朝 食 4 回 　 昼 食 3 回 　 夕 食 4 回

● 利 用 予 定 ホ テ ル ： 下 記 ホ テ ル （ 指  定  ）

斑 尾 高 原 / 斑 尾 高 原 ホ テ ル （ 洋 室 ） 　 野 沢 温 泉 / 野 沢 グ ラ ン ド ホ テ ル （ 和 室 ）

● 歩 行 時 間 は ご 参 加 者 の 体 力 、 歩 行 速 度 に よ っ て 前 後 し ま す 。 標 準 的 に 予 想 さ れ る 目 安 時 間 と お 考 え く だ さ い 。 ま た 歩 行 時 間 に 昼 食 や 休 憩 時 間 を 含 み ま せ ん 。

● ト レ ッ キ ン グ シ ュ ー ズ 、 雨 具 、 体 温 調 節 の で き る 格 好 、 ヘ ッ ド ラ ン プ 、 行 動 食 、 予 備 食 、 飲 み 物( 夏 場 は 1. 5 ～ 2 リ ッ ト ル 程 度) 、 コ ン パ ス 、 日 除 け グ ッ ズ 、 常 備 薬 、 救 急 用 品 、 携 帯 電 話 ま た は 無 線 機 、 そ れ ぞ れ

の 予 備 電 池 、 他 に お 弁 当 が 入 る サ イ ズ の リ ュ ッ ク を ご 準 備 く だ さ い 。 　 ● 車 移 動 部 分 は ホ テ ル の 送 迎 バ ス を 利 用 し ま す 。 宿 泊 客 の お 客 様 と 乗 り 合 い に な る 事 が あ り ま す 。

● 各 地 発 着 料 金 、 時 刻 は 2 0 2 0 年 2 月 現 在 の J R 乗 車 券 、 特 急 指 定 席 券 を あ わ せ た 往 復 料 金 と な り ま す 。J R 料 金 改 定 等 に よ り 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。

※ 飯 山 駅 前 に は ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト 、 駅 構 内 に は 売 店 （ 駅 弁 ） や そ ば 屋 、 喫 茶 店 な ど が ご ざ い ま す 。

※ そ の 他 の 発 着 地 は お 気 軽 に お

問 い 合 わ せ く だ さ い 。

初 夏 は 西 部 （ 斑 尾 山 か ら 仏 ヶ 峰 登 山 口 ま で ）

／ イ メ  ー  ジ／ イ メ  ー  ジミ ツ ガ シ ワ の  花  畑ミ ツ ガ シ ワ の  花  畑 オ オ イ ワ カ ガ ミ ／ イ メ ー ジオ オ イ ワ カ ガ ミ ／ イ メ ー ジ

ニ ッ コ  ウ  キ  ス  ゲ ／ イ メ  ー  ジニ ッ コ  ウ  キ  ス  ゲ ／ イ メ  ー  ジ

ホ  オ ノ  キ ／ イ メ  ー  ジホ  オ ノ  キ ／ イ メ  ー  ジ

画 像 提 供 ： 信 越 ト レ イ ル ク ラ ブ画 像 提 供 ： 信 越 ト レ イ ル ク ラ ブ

美 し い 山 の 花 と 森 の 涼 風
沼 の 原 湿 原 や 希 望 湖 な ど 湖 沼 の 多 い 区 間 や 、 涌 井 で は 里 山 の 麓 の 集 落 を 通 り 、

ロ ン グ ト レ イ ル の 理 念 の ひ と つ

で あ る 「 そ の 地 域 の 文 化 や 歴 史 ・

自 然 を 知 り 、 人 と 交 流 す る 」 を 体

感  す る  地  域  を  歩  き ま  す 。

両  コ  ー ス ご  参  加  者

信  越 ト レ  イ ル ク ラ ブ 公  式
全 線 踏 破 証 を 発 行

ご  宿 泊  ホ テ ル 泊 ま る

斑  尾  高  原 ホ テ ル 斑 尾 高 原

斑 尾 高 原 温 泉 が 湧 き 出 る 斑 尾 唯 一 の ホ テ ル
信 州 な ら で は の お 料 理 を お 楽 し み く だ さ い 。

【 地 下 6 0 0 m か ら 湧 き 出 る 源 泉 】 海 水 の 成 分 に 似 た 食 塩 を 含 ん で い ま す の で 保 湿 効 果 が 高 く 湯 冷
め し に く い の で 「 熱 の 湯 」 と も 言 わ れ て い ま す 。

野  沢  グ  ラ ン ド ホ  テ ル 野 沢 温 泉

野 沢 温 泉 唯 一 、 展 望 露 天 風 呂 が あ る ホ テ ル 。
お 食 事 は 旬 の 食 材 を １ 品 ご と に お 出 し し て い ま す 。

【 「 天 下 の 名 湯 」 と 言 わ れ る“ 真 湯 （ し ん ゆ ）” の 源 泉 か け 流 し 】
泉  質 は 、 単  純  硫  黄  泉 で 、 痔  疾 な ど 温 め る と よ い  病 に 良 く 効 く と 言 わ れ て い ま す 。

温  泉  ／ イ メ  ー  ジ

お  食  事  ／ イ メ  ー  ジお  食  事  ／ イ メ  ー  ジ

外  観  ／ イ メ  ー  ジ外  観  ／ イ メ  ー  ジ

外  観  ／ イ メ  ー  ジ

お  食  事  ／ イ メ  ー  ジお  食  事  ／ イ メ  ー  ジ

露  天  風  呂  ／ イ メ  ー  ジ露  天  風  呂  ／ イ メ  ー  ジ

長 野 と 新 潟 の 県 境 ・ 標 高 1, 0 0 0 ｍ 前 後 の 関 田 山 脈 の ほ ぼ 尾 根 上 に 延 び る 全 長 約 8 0 k m の ロ ン グ ト レ イ ル 。 東 西 ２ 回 に

分 け て 全  線  踏  破 を 目 指 し ま す 。 ブ ナ 林 に 育 ま れ た 自 然  豊 な こ の 山 脈 は 、 か つ て 信  濃 と 越  後 を 結 ぶ 交  通 の 要  所 と し て 1 6

も の 峠 道 が 存 在 し 、 越 後 か ら は 塩 や 海 産 物 、 信 濃 か ら は 内 山 和 紙 や 菜 種 油 が 運 ば れ ま し た 。 ま た 戦 国 時 代 に は 上 杉

謙  信 が 川 中 島 の 合  戦 の 際 に 何  万 も の 兵 を 連 れ て 峠  越 え を し た と も 言 わ れ て い ま す 。



ハ イ キ ン グ （ ウ オ ー キ ン グ ） の 難 易 度
ご 自 身 の 体 力 に 合 わ せ た コ ー ス を お 選 び く だ さ い

歩 行 時 間 の
目 安

（ 1  日  あ  た り ）

標 高 差 の
目 安

難 易 度 の
目 安

初 　 級 2 ～ 4 時 間 2 0 0 m 以 内

簡  単  な  ハ イ キ ン グ 。
初 め て 歩 か れ る 方 に
最 適 。

初 中 級 3 ～ 5 時 間 6 0 0 m 以 内

ア ッ プ ダ ウ ン が あ り 、
中  級  へ  の ス テ ッ プ  ア ッ
プ へ も 最 適 。

中 　 級 5 ～ 6 時 間 1, 0 0 0 m 以 内

中 級 ＋ 6 ～ 8 時 間 1, 0 0 0 m 以 上

本  格  的  な  ハ イ キ ン グ
コ  ー ス で  す 。
初  級  、 初  中  級  を  経  験  し
て か ら の 参 加 が よ い
で し ょ う 。

高 山 病
に つ い て

海 抜 2, 0 0 0 m 以 上 の 高 所 で は 酸 素 不 足 に よ り 、 程 度 に は 個 人 差 が あ り ま す が 、 体 に 変 調 が
起 こ り ま す 。 症 状 と し て は 頭 痛 、 吐 き 気 、 食 欲 減 退 、 倦 怠 感 、 不 眠 、 め ま い 、 む く み な ど の 軽 度
の も の か ら 、 肺 水 腫 や 脳 浮 腫 と い っ た 生 命 の 危 険 の あ る 重 度 の も の ま で 様 々 で す 。

高 山 病
の 予 防

ま ず は 出 発 前 の 体 長 管 理 を 万 全 に 。 現 地 で は 、 暴 飲 暴 食 、 飲 酒 、 喫 煙 、 入 浴 を 避 け 、 水 分 を 多
く 摂 取 し ま し ょ う 。 ま た ゆ っ く り 行 動 し 、 深 呼 吸 す る こ と は 有 効 で す 。 た だ 症 状 が で な い 方 も
い ら っ し ゃ い ま す の で 、 あ ま り 気 に し す ぎ な い こ と も 大 切 で す 。

ト レ ッ キ  ン  グ  の  服  装 ・ 持  ち  物  の  目  安

ス ト  ッ  ク

両  手 ス ト ッ ク は  体  重 を ４ 点  で  支  え る の
で 、 特 に く だ り で 腰 や 膝 の 負 担 を 軽
減 し て く れ ま す  。

ズ  ボ ン

伸 縮 性 に 富 み 、 速 乾 性 の ト レ ッ キ ン グ
パ ン ツ 等 が  お す す め で す  。

ソ ッ ク ス

山 歩 き 用 の ソ ッ ク ス を ご 用 意 く だ さ い 。

靴

ト レ ッ キ ン グ シ ュ ー ズ や 軽 登 山 靴 な ど 足 首 ま で
し っ か り カ バ  ー  す  る も の が  必  要  で  す  。 久 し  ぶ り に
お 使 い に な る 時 は 、 靴 底 が 劣 化 し て い な い か 確
認 し  て  か ら お  持  ち く だ  さ い  。

手 袋

軍 手 で も 結 構 で す が 、 防 水
性 の も の が  お  す す  め  で  す  。

リ ュ ッ ク サ ッ ク

水 筒 、 防 寒 着 、 雨 具 、 お 弁 当 な ど が 入
る 大 き さ の も の を 。 2 5 ～ 3 0 リ ッ ト ル 位
が  お  す  す  め （  日  帰 り 登  山  、 ト レ ッ キ ン  グ
用  の  も の  ） 。 雨  用  に リ ュ ッ ク サ ッ ク の カ
バ ー も あ る と 便 利 で す 。

日 焼 け ・ 乾 燥 対 策 や 砂 埃 対 策 に 。

帽  子 ・ サ  ン  グ  ラ  ス ・ 日  焼  け  止  め ・
リ ッ  プ  ク リ  ー  ム ・ 目  薬

レ イ ン ウ エ ア （ ア ウ タ ー ウ エ ア  ）

し  っ  か  り し  た  レ  イ  ン  ウ  エ  ア  を  必  ず  お  持  ち  く  だ
さ い 。 寒 さ 対 策 を 兼 ね る の で 、 上 下 セ パ
レ  ー ト  式  で  、 ゴ  ア テ ッ ク ス な ど  防  水 ・ 防  寒 ・
通 気 性 の よ い 素 材 が お す す め で す 。

防 寒 具
（ フ リ ー ス ・ セ ー タ ー ・ ダ ウ ン ジ ャ ケ ッ ト ）

重 ね 着 し て 体 温 調 整 で き る
よ う に 、 気 温 と の 兼 ね 合 い で
ご  用  意  く だ  さ い  。

ア ン ダ  ー ウ エ ア

汗  を  か  い  て  そ  の ま ま だ と 体  温
が 奪 わ れ て し ま う た め 、 速
乾 性 の 素 材 が お す す め で
す 。 綿 1 0 0 ％ 素 材 の も の は
お  避  け く だ  さ い  。

あ る と 便 利 な 携 行 品
● 水 筒 　
● そ の 他

ペ ッ ト ボ ト ル で  代  用 し て も 可  。

ス パ ッ ツ （ 泥 除 け に ） 、 ビ ニ ー ル 袋 （ ゴ ミ 袋 、 防 水
用 な ど に ） 、 薬 （ 風 邪 薬 、 整 腸 剤 な ど ） 、 行 動 食

（ 飴 、 チ ョ コ レ ー ト な ど ） 、 タ オ ル

安 心 の た め エ ヌ オ ー イ ー が 契 約 者 と な り 、 予 め 旅 行 代 金 に 保 険 を 付 与 し て お り ま す の で 補 償 内 容 、 保 険 料 を ご 確 認 く だ さ い 。

● 死 亡 ・ 後 遺 症 障 害 保 険 金 額 3 6 4 万 円 ● 入 院 保 険 金 ： 日 額 3, 5 0 0 円 ● 手 術 保 険 金 ： 入 院 保 険 金 日 額 の 1 0 倍 （ 入 院 中 の 手 術 ） ま た は 5 倍 （ 入 院 中 以 外 の 手 術 ） の 額 を お 支 払 し ま す 。 ● 通 院 保 険 ： 日 額 2, 0 0 0 円 ● 賠 償

責 任 保 険 金 額 ： 免 責 金 額 （ 自 己 負 担 額 ： 0 円 ）3 0 0 万 円 ● 携 行 品 損 害 補 償 金 ： 免 責 金 額 ( 自 己 負 担 額 ： 3, 0 0 0 円 ）5 万 円 ● 救 援 者 費 用 等 保 険 金 額 1 0 0 万 円 （ 保 険 料 6 泊 7 日 ま で 5 0 0 円 ）

※ こ の 保 険 は エ ヌ オ ー イ ー を 保 険 契 約 者 と し て 同 社 が 主 催 す る 募 集 型 企 画 旅 行 に 参 加 の 参 加 者 全 員 を 被 保 険 者 と す る 全 員 付 保 契 約 で す 。 原 則 と し て 、 契 約 者 が 契 約 内 容 変 更 に 関 す る 請 求 権 、 解 約 請 求 権 を 有 し ま す 。

国 内 旅 行
傷 害 保 険
に つ い て

お 申 し 込 み の 際 に は 、 必 ず こ の 旅 行 条 件 書 を お 読 み く だ さ い 。（ 抜 粋 ）

1. 募 集 型 企 画 旅 行 契 約

● こ の ご 旅 行 は 株 式 会 社 エ ヌ オ ー イ 一 （ 観 光 庁 長 官 登 録 旅 行 業 第 4 1 号 以 下 「 当 社 」 と い い
ま す ） が 企 画 ・ 募 集 し 、 実 施 す る 企 画 旅 行 で あ り 、 こ の 旅 行 に 参 加 さ れ る お 客 様 は 当 社
と 募 集 型 企 画 旅 行 契 約 （ 以 下 「 旅 行 契 約 」 ） を 締 結 す る こ と に な り ま す 。

● 旅 行 契 約 の 内 容 、 条 件 は 、 こ の パ ン フ レ ッ ト 、 出 発 前 に お 渡 し す る 確 定 書 面 （ 最 終 旅 行
日 程 表 ） お よ び 当 社 旅 行 業 約 款 募 集 型 企 画 旅 行 契 約 の 部 （ 以 下 「 当 社 約 款 」 と い い ま
す ） 募 集 型 企 画 旅 行 条 件 書 に よ り ま す 。

2. 旅 行 の お 申 し 込 み

当 社 所 定 の 旅 行 申 込 書 に 所 定 の 事 項 を 記 入 の 上 、 下 記 に 記 載 し た 申 込 金 を 添 え て お 申 込
み く だ さ い 。 （ 申 込 金 の 到 着 を も っ て 正 式 の お 申 込 み と な り ま す 。 ） お 電 話 等 で お 申 込 み
の 場 合 は 、 当 社 が 予 約 を 承 認 し た 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 3 日 以 内 に 申 込 書 の 提 出 と 申 込 金
の  支  払 い  を し て  い  た  だ  き ま  す 。

旅 行 代 金 が 1 0 万 円 以 上

旅 行 代 金 が 6 万 円 以 上 1 0 万 円 未 満

旅 行 代 金 が 3 万 円 以 上 6 万 円 未 満

旅 行 代 金 が 1 万 円 以 上 3 万 円 未 満

旅 行 代 金 が 1 万 円 未 満

旅 行 代 金 の 2 0 %

2 0, 0 0 0 円

1 2, 0 0 0 円

6, 0 0 0 円

3, 0 0 0 円

区 　 　 分 お 申 し 込 み 金 （ お ひ と り 様 ）

た  だ  し  、 特  定  期  間  、 特  定  コ  ー  ス  に  つ  き  ま  し  て  は  、 別  途  募  集  広  告  に  定  め  る  と  こ  ろ  に  よ  り  ま  す  。

3. 旅 行 代 金 と お 支 払 い 方 法

① 旅 行 代 金 と は 、 契 約 書 面 に 旅 行 代 金 と し て 表 示 し た 金 額 を い い ま す 。 た だ し 、 パ ン フ レ
ッ ト に 記 載 （ ま た は 別 途 、 当 社 が ご 案 内 ） し た 1 人 部 屋 を 使 用 さ れ る 場 合 や 航 空 機 ・ 宿
泊 機 関 の ク ラ ス 変 更 等 の 追  加 代  金 が あ る 場 合 は こ れ を 加 算 し た 額 を い い ま す 。

② 旅 行 代 金 は 、 旅 行 開 始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て さ か の ぼ っ て 2 1 日 前 ま で に お 支 払 い く だ
さ い 。

4. 旅 行 代 金 に 含 ま れ る も の

① 旅 行 日 程 に 明 示 し た 航 空 、 船 舶 、 鉄 道 （ コ ー ス ペ ー ジ 記 載 の ク ラ ス ） 等 利 用 交 通 機 関 の
運 賃

② 旅 行 日 程 に 含 ま れ る 送 迎 バ ス の 料 金 （ 空 港 ・ 駅 ・ 埠 頭 と 宿 泊 所 ）
③ 施 行 日 程 に 明 示 し た 観 光 の 料 金 （ バ ス 料 金 ・ ガ イ ド 料 金 ・ 入 場 料 ）
④ 旅 行 日 程 に 明 示 し た 宿 泊 の 料 金 お よ び 税 ・ サ ー ビ ス 料 金 （ 2 人 部 屋 に 2 人 ず つ 宿 泊 を 基

準 と し ま す ）
⑤ 旅 行 日 程 に 明 示 し た 食 事 の 料 金 ・ サ ー ビ ス 料
⑥ 手 荷 物 の 運 搬 料 ： お 1 人 様 ス ー ツ ケ ー ス 1 個 の 手 荷 物 運 搬 料 金 （ お 1 人 様 2 0 k g 以 内 が 原

則 と な っ て お り ま す 。 一  部 の 空  港 ・ 港 ・ 駅 ・ ホ テ ル で は お 客  様 ご 自 身 に 運  搬 し て い た だ く
場 合 が  あ り ま す ）

⑦  団  体  行  動  中  の  チ  ッ プ  　
⑧ 添 乗 員 同 行 コ ー ス の 同 行 費 用

5. 旅 行 代 金 に 含 ま れ な い も の

前 項 の ほ か は 旅 行 代 金 に 含 ま れ ま せ ん 。
① 日 本 国 内 に お け る ご 自 宅 か ら 発 着 地 ま で の 交 通 費 、 お よ び 旅 行 開 始 日 の 前 泊 、 旅 行 終

了 日 の 後 泊 な ど の 宿 泊 費
② 傷 害 疾 病 に 伴 う 費 用 （ 医 療 費 用 、 搬 送 料 等 ）
③ ク リ ー ニ ン グ 代 、 電 報 電 話 料 、 ホ テ ル の ボ ー イ ・ メ イ ド に 対 す る チ ッ プ 、 そ の 他 飲 物 代 な

ど 追 加 飲 食 等 個 人 的 性 質 の 諸 費 用 お よ び 、 そ れ に 伴 う 税 ・ サ ー ビ ス 料
④  超  過  手  荷  物  料  金 （  規  定  の  重  量 ・ 容  量 ・ 個  数  を  越  え る  分  に  つ  い て  ）
⑤ ご 希 望 者 の み 参 加 さ れ る オ プ シ ョ ナ ル ツ ア ー 等 に か か る 諸 費 用 な ど 。

6. 取 消 料 の か か る 場 合 （ お 客 様 に よ る 旅 行 契 約 の 解 除 ）

お 客 様 は 表 記 の 取 消 料 を 支 払 っ て 旅 行 契 約 を 解 除 す る こ と が で き ま す 。
① 当 社 責 任 と な ら な い ロ ー ン 、 渡 航 手 続 き 等 の 事 由 に よ る お 取 り 消 し の 場 合 も 表 記 取 消 料

を  い  た  だ  き ま  す 。
② 取 消 料 の 対 象 と な る 旅 行 代 金 と は 、3- ① の 追 加 代 金 を 含 め た 合 計 代 金 で す 。

＜ 国 内 旅 行 に か か る 取 消 料 ＞

旅 行 契 約 の 解 除 期 間 取 消 料

旅 行 開 始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て さ か の ぼ っ て 2 0 日 目 （ 日 帰 り
旅 行 に あ っ て は 1 0 日 前 ） に あ た る 日 以 降 8 日 目 に あ た る 日 ま で

旅 行 開 始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て さ か の ぼ っ て 7 日 目 に あ た
る 日 以 降 2 日 目 に あ た る 日 ま で

旅 行 開 始 日 の 前 日

旅 行 開 始 日 の 当 日 （ 旅 行 開 始 前 ）

無 連 絡 不 参 加 お よ び 旅 行 開 始 後

旅 行 代 金 の 2 0 ％

旅 行 代 金 の 3 0 ％

旅 行 代 金 の 4 0 ％

旅 行 代 金 の 5 0 ％

旅 行 代 金 の 1 0 0 ％

※ 所 定 の 期 日 ま で に 旅 行 代 金 の 入 金 が な く 、 当 社 が 申 込 み を お 断 り し た 場 合 や 、 旅 行 開 始 日
の 集 合 時 間 に 間 に 合 わ ず 出 発 で き な か っ た 場 合 も 上 記 取 消 料 を お 支 払 い い た だ き ま す 。

※ お 取 り 消 し の 時 に す で に 渡 航 手 続 開 始 、 ま た は 終 了 し て い る 場 合 は 、 上 記 取 消 料 の ほ か に
渡 航 手 続 取 扱 い 料 金 を お 支 払 い い た だ き ま す 。

※ ク ル ー ズ 、 チ ャ ー タ ー （ 貸 切 航 空 機 を 利 用 す る 商 品 ） は コ ー ス に よ り 取 消 料 の 規 定 （ 対 象 期
間 、 料 金 ） が 異 な り ま す 。 各 コ ー ス の パ ン フ レ ッ ト 記 載 の 取 消 料 を 必 ず ご 確 認 く だ さ い 。

7. 旅 行 の 取 り 消 し（ 旅 行 契 約 の 解 除 ）

次 に 挙 げ る 場 合 は 、 旅 行 の 実 施 を 取 り や め る こ と が あ り ま す 。
（ 1 ） 天 災 地 変 、 戦 乱 、 暴 動 、 運 送 、 宿 泊 機 関 等 の 旅 行 サ ー ビ ス 提 供 の 中 止 、 官 公 署 の 命 令

そ の  他 の 当 社 の 関 与 し 得 な い 事 由 に よ り 旅 行 の 継 続 が 不 可 能 と な っ た と き 。
（ 2 ） お 客 様 の 人 数 が 最 少 催 行 人 員 に 満 た な い 場 合
※ 旅 行 開 始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て さ か の ぼ っ て 2 3 日 目 に あ た る 日 よ り 前 ま で に 旅 行 を 中

止 す る 旨 を 連 絡 い た し ま す 。

8. 旅 程 保 証

旅 行 日 程 に 重 要 な 変 更 が 行 わ れ た 場 合 は 、 旅 行 業 約 款 （ 企 画 旅 行 契 約 の 部 ） の 規 定 に よ り 、
そ の 変 更 の 内 容 に 応 じ て 1 ％ ～ 5 ％ に 相 当 す る 額 の 変 更 補 償 金 を お 支 払 い い た し ま す 。 ま た 、1
旅 行 契 約 に つ い て の 変 更 補 償 金 の 額 が 1, 0 0 0 円 未 満 の 場 合 は 変 更 補 償 金 は 支 払 い ま せ ん 。

9. 通 信 契 約 に よ る 旅 行 条 件

当 社 は 、 提 携 す る ク レ ジ ッ ト カ ー ド 会 社 の カ ー ド 会 員 よ り「 会 員 の 署 名 な く し て 旅 行 代 金 や 取
消 料 等 の 支 払 い を 受 け る 」 こ と を 条 件 に 旅 行 の お 申 し 込 み を 受 け る 場 合 が あ り ま す 。 通 信 契
約 の 旅 行 条 件 は 「 通 信 契 約 に よ り 旅 行 契 約 を 締 結 す る と き に 使 用 す る 当 社 旅 行 業 約 款 募 集
型 企 画 旅 行 契 約 の 部 」 に よ り ま す 。

1 0. 個 人 情 報 の 取 扱 い に つ い て

① 当 社 お よ び 「 販 売 店 」 欄 記 載 の 受 託 旅 行 業 者 （ 以 下 「 販 売 店 」 ） は 、 旅 行 申 し 込 み の 際 に
ご 提 出 い た だ い た 個 人 情 報 に つ い て 、 お 客 様 と の 連 絡 や 運 送 ・ 宿 泊 機 関 等 の 手 配 の た
め に 利 用 さ せ て い た だ く ほ か 、 必 要 な 範 囲 内 に お い て 当 該 機 関 等 に 提 供 い た し ま す 。

② 当 社 お よ び 販 売 店 が 取 り 扱 う 商 品 、 サ ー ビ ス に 関 す る 情 報 を お 客 様 に 提 供 さ せ て い た だ
く こ と  が  あ り ま  す 。

③ 上 記 の ほ か 、 当 社 の 個 人 情 報 の 取 扱 い に 関 す る 方 針 ・ 個 人 情 報 取 扱 管 理 者 に 関 し て は 当
社 ホ ー ム ペ ー ジ ht t p: / / w w w. n o e- ｊ. c o.j p /i nf o を ご 参 照 く だ さ い 。

1 1. そ の 他

① お 客 様 の ご 都 合 に て お 申 込 済 み の オ プ シ ョ ナ ル ツ ア ー を お 取 り 消 し さ れ る 場 合 で 、 特 に 事 前
の ご 案 内 が な い 場 合 は 、 日 本 出 発 の 3 日 前 ま で に ご 連 絡 く だ さ い 。 日 本 出 発 の 前 日 、 当 日 及
び 出 発 後 の お 取 り 消 し に は 取 消 料 を ご 負 担 い た だ き ま す 。（ お 客 様 が 当 社 の 営 業 日 、 営 業 時
間 内 に 解 除 す る 旨 を お 申 し 出 い た だ い た 時 を 基 準 と し ま す 。 お 申 し 出 の 期 日 に よ り 取 消 料 の
額 に 差 が 生 じ ま す の で 、 当 社 の 営 業 日 、 営 業 時 間 連 絡 先 等 は お 客 様 自 身 で も 申 し 込 み 時 点 に
必 ず ご 確 認 願 い ま す 。 ） な お 、 現 地 旅 行 会 社 が 実 施 す る オ プ シ ョ ナ ル ツ ア ー の お 取 消 料 は 旅
行 企 画 実 施 会 社 の 解 除 ・ 取 消 料 に よ り ま す 。

施 行 条 件 ・ 旅 行 代 金 の 基 準
① 本 パ ン フ レ ッ ト 記 載 の 旅 行 代 金 お よ び 日 程 、 そ の 他 諸 条 件 は 、 現 在 の 有 効 な 公 示 航 空 運 賃 、

各 種 交 通 機 関 等 の 運 賃 や 料 金 、 内 容 を 前 提 と し て お り ま す 。 新 た な 運 賃 改 訂 な ら び に ス ケ
ジ ュ ー ル 変 更 そ の 他 の 事 由 に よ り 、 旅 行 代 金 お よ び 日 程 が 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す の で 、
あ ら か じ め ご 了 承 く だ さ い 。

② 当 社 は い か な る 場 合 で も 旅 行 の 再 実 施 は い た し ま せ ん 。

   早 朝 　 　 　 朝 　 　  午 前 　 　 午 後 　　 夕 刻 　  　 夜 　 　 　 深 夜

4: 0 0 ～ 　 6: 0 0 ～ 　 8: 0 0 ～ 　 1 2: 0 0 ～ 　 1 6: 0 0 ～ 　 1 8: 0 0 ～ 　2 3: 0 0 ～  4: 0 0

■ 観 光 に つ い て の ご  案 内
● ＝ 入 場 （ ま た は 入 館 ） 　 ◎ ＝ 下 車 観 光 　 ○ ＝ 車 窓 観 光 　 　 　 　 　 　 ＝ 世 界 遺 産

■ 交 通 機 関 表 示 　 　 　 ＝ 新 幹 線 　 　 　 ＝ 電 車 　 　 　 ＝ バ ス 　 　 　 ＝ 徒 歩

■ 時 間 帯 の 目 安 （ 移 動 の 発 着 時 問 ）

※ 各 種 交 通 機 関 の 運 行 ス ケ ジ ュ ー ル や 現 地 事 情 に よ り ､ パ ン フ レ ッ ト 中 の 移 動 時 間 の 目 安 が 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す 。

全 コ ー ス 共 通 の ご 案 内

● 世 界 遺 産 マ ー ク は 世 界 遺 産 の 一 部 の 観 光 と な る 場 合 や 町 の 一 部 が 世 界 遺 産 に な っ て
い る 都 市 を 含 み ま す 。

● 交 通 状 況 や そ の 他 諸 事 情 に よ り 逆 回 り コ ー ス で ご 案 内 す る 場 合 が あ り ま す 。
● 日 程 表 に 明 記 さ れ た 時 刻 は 交 通 状 況 や 歩 く 速 度 な ど に よ り 前 後 い た し ま す 。
● 同 行 添 乗 員 の 予 定 は 諸 事 情 に よ り 変 更 と な る 場 合 が あ り ま す 。
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旅  行  企  画 ・ 実  施

ホ ー ム ペ ー ジ w w w. n o e -j. c o.j p

総 合 旅 行 業 務 取 扱 管 理 者 と は 、 お 客 様 の 旅 行 を 取 り 扱 う 営 業 所 で の 取 引 に 関 す る 責 任 者 で す 。 こ の

旅 行 契 約 に 関 し 、 担 当 者 か ら の 説 明 に ご 不 明 な 点 が ご ざ い ま し た ら 、 ご 遠 慮 な く 上 記 総 合 旅 行 業 務

取 扱 管 理 者 に お た ず ね く だ さ い 。

（ 0 3 ） 6 4 5 8 - 7 4 6 4 （ 代 ）
F A X （ 0 3  ）6 4 5 8 - 7 9 5 1

〒 1 3 5 - 0 0 5 1 　 東 京 都 江 東 区 枝 川 1 - 9 - 4 　 住 友 不 動 産 豊 洲 T K ビ ル 5 階
総 合 旅 行 業 務 取 扱 管 理 者 ： 吉 成 和 生
営 業 時 間 ： 平 日   9 ： 3 0 ～ 1 8 ： 0 0  土 曜 日 、 日 曜 日 、 祝 日 、 年 末 年 始 は 休 業 

お  申  し  込  み ・ お  問  い  合  わ  せ  は

エ ヌ オ ー イ ー 予 約 セ ン タ ー 東 京

( 0 7 )1 0 4 5 0 1 3 9観 光 庁 長 官 登 録 旅 行 業 第 4 1 号 　 一 般 社 団 法 人 日 本 旅 行 業 協 会 正 会 員


